






要約:急性リンパ球性白血病の全経過中には種々の程度の薬剤性肝障害が認められたが,こ

れは薬剤投与中止後速やかに消失し、治療終了後 1 年～7 年 6 ヵ月(中央値 4 年 2 ヵ月)の

時点での肝機能はほゞ正常であると考えられた。しかし、胆汁酸分画、および食餌負荷後

の胆汁酸値には異常値をとる例がみられた。今後成長し、肝に負荷がかゝる状況に遭遇し

た場合に予備力の低下が表面に出る可能性は否定できないものと思われた。 


